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平
成
20
年
度
当
初
予
算
を
編
成

「
元
気
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
」
を

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
知
恵
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

結
集
し
、
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

基
本
と
し
て
、「
元
気
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
」
を

目
指
す
「
魅
力
・
再
構
築
プ
ラ
ン
」、「
安
心
し

て
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目
指
す
「
安
心

都
市
プ
ラ
ン
」、「
安
全
で
夢
の
あ
る
ま
ち
」
を

目
指
す
「
教
育
都
市
プ
ラ
ン
」
の
３
つ
の
政
策

目
標
を
重
点
に
、
平
成
20
年
度
の
当
初
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。

　

以
下
、
３
月
定
例
市
議
会
で
の
市
長
所
信
表

明
（
抜
粋
・
要
旨
）
と
あ
わ
せ
て
、
予
算
の
主

な
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

目
指
し
て
！



3

自
然
環
境
の
保
全
と
利
活
用

　

本
市
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

の
中
で
、
自
然
と
調
和
し
た
営
み

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
、
こ
の
環
境
を
次
の
世
代

に
継
承
し
て
い
く
た
め
、
環
境
保

全
、
環
境
資
源
の
有
効
活
用
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
環
境
資
源
の
活
用

と
し
て
「
わ
に
塚
の
桜
」
を
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
、
夜
空
に
浮
か
び
上

が
る
素
晴
し
い
夜
桜
を
、
市
民
の

み
な
さ
ん
や
観
光
客
の
方
に
も
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
市

指
定
の
文
化
財
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

自
然
環
境
に
も
充
分
配
慮
し
た
上

で
、
こ
の
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
設
置
補
助
と
と

も
に
、
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
な

ど
へ
の
補
助
を
継
続
し
、
ご
み
の

減
量
化
や
堆
肥
化
な
ど
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
推
進
を
図
り
、
循
環
型
社

会
の
構
築
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

住
み
良
い
快
適
な
都
市
の
実
現

　

下
水
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、
竜

岡
町
坂
の
上
地
区
、
真
葛
地
区
、

石
宮
地
区
の
一
部
並
び
に
大
草
町

西
の
割
地
区
の
一
部
を
整
備
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
上
水
道
に
つ
き
ま
し
て

は
、
甘
利
浄
水
場
築
造
に
伴
う
設

計
、
並
び
に
甘
利
第
３
配
水
池
の

改
築
に
向
け
て
の
用
地
確
保
や
設

計
業
務
な
ど
、
安
全
・
安
心
な
水

を
将
来
に
わ
た
り
供
給
し
て
い
く

た
め
、
向
こ
う
10
年
間
を
目
標
と

し
た
「
韮
崎
市
地
域
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
作
成
し
、
水
道
水
の
安
定

供
給
を
図
り
ま
す
。

住
宅
の
整
備

　

北
下
条
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、

外
壁
改
修
、
自
動
火
災
報
知
機
の

設
置
な
ど
計
画
的
な
改

修
に
着
手
し
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
住
宅
の

取
得
支
援
の
た
め
、
持

家
住
宅
普
及
促
進
支
援

を
３
年
間
延
長
し
、
住

環
境
整
備
と
定
住
化
促

進
に
努
め
ま
す
。

道
路
の
整
備

　

市
民
の
日
常
生
活
に

必
要
な
道
路
の
改
良
や

舗
装
に
つ
き
ま
し
て
は
、

優
先
順
位
を
定
め
、
整

備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
青
坂
ル
ー
プ
、

穂
坂
橋
周
辺
、
石
宮
地

区
の
県
道
改
良
工
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、
県
と
一
体
と
な

り
早
期
完
成
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

公
共
交
通
網
の
整
備

　

市
内
を
運
行

し
て
い
る
市
民

バ
ス
を
は
じ
め
、

路
線
バ
ス
の
運

行
を
全
面
的
に

見
直
す
た
め
、

協
議
会
を
設
置
し
ま
す
。

　

本
市
に
最
も
適
し
た
効
率
的
・

効
果
的
な
交
通
シ
ス
テ
ム
な
ど
、

バ
ス
に
関
す
る
各
種
調
査
を
行
い

総
合
的
な
観
点
か
ら
運
行
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
で
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
意
向
を
反
映
し
た
バ
ス
交

通
網
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

安
全
な
地
域
社
会
の
実
現

　

「
韮
崎
市
国
民
保
護
計
画
」
に
基

づ
き
、
国
民
保
護
関
連
情
報
を
瞬

時
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
警
報

シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
、
市
民

の
安
全
を
守
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
震
の
発
生
や
規
模
の

特
定
を
行
い
、
大
規
模
地
震
に
よ

る
人
的
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
、
庁
舎
内
に
緊
急
地
震
速
報

受
信
装
置
を
整
備
し
、
地
域
防
災

力
の
強
化
と
安
全
・
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

「
美
し
い
自
然
と
共
生
す
る
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
」

自然を活かす環境共生社会の実現
観光施設管理事業 691 万 7 千円

廃棄物処理対策事業 6,108 万 9 千円

資源リサイクル推進事業 1,585 万円

峡北広域事務組合（ごみ処理）負担金 4 億 9,488 万 9 千円

バイオマス利活用事業 1,170 万 3 千円

住みよい快適な都市の実現
上水道施設等整備事業 6 億 7,512 万 7 千円

塩川ダム水受水費（峡北広域水道企業団） 3 億 5,674 万 1 千円

公共下水道整備事業 7 億 8,643 万 1 千円

浄化槽設置促進事業 1,820 万 8 千円

市営住宅管理事業 6,226 万円

持家新築住宅建設促進利子助成事業 1,080 万円

アスベスト飛散防止対策事業 406 万円

快適な生活を支える都市基盤の整備
道路橋梁維持事業 4,110 万 9 千円

市単独道路整備事業 1 億 8,634 万 8 千円

古川左岸道路整備事業 8,120 万円

市民バス委託運行事業 4,023 万 6 千円

赤字バス路線維持対策事業 759 万 6 千円

公共交通対策事業 336 万 9 千円

安全な地域社会の実現
河川・水路整備事業 2,924 万 8 千円

災害対策事業 3,519 万 6 千円

全国瞬時警報システム設置事業 674 万 1 千円

緊急地震速報整備事業 60 万 4 千円



化
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
場
企
業
に
対
し
て
も
定

期
的
な
企
業
訪
問
や
情
報

交
換
を
行
い
、
企
業
ニ
ー

ズ
の
把
握
と
行
政
対
応
の

迅
速
化
を
図
り
、
地
元
企

業
の
支
援
策
や
、
他
地
域

へ
の
移
転
防
止
に
も
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
者
の

支
援
策
と
し
て
、
公
共
工

事
の
前
払
い
金
の
請
負
金

額
を
１
０
０
万
円
に
引
き

下
げ
、
条
件
を
緩
和
し
、

前
払
い
限
度
額
を
撤
廃
す

る
と
と
も
に
、
新
た
に
中

間
前
払
い
金
制
度
を
導
入

す
る
な
ど
、
中
小
企
業
者

の
円
滑
な
資
金
繰
り
を
支

援
し
ま
す
。

観
光

　

４
月
か
ら
３
か
月
間
、「
山
梨
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
が
実
施
さ
れ
、
大
勢
の
観
光

客
の
来
県
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
で
は
、

こ
れ
に
合
わ
せ
、

花
の
名
所
で
あ

る
「
新
府
桃
源

郷
」
や
「
わ
に

塚
の
桜
」、
武
田
家
ゆ
か
り
の
史
跡

な
ど
「
武
田
の
里
に
ら
さ
き
」
を

P
R
し
、
誘
客
活
動
に
努
め
ま
す
。
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設
出
店
計
画
に
併
せ
、
市
道
韮
崎

４
号
線
を
中
心
に
富
士
見
バ
イ
パ

ス
へ
連
な
る
区
域
一
帯
の
環
境
整

備
を
行
い
、
人
が
集
ま
り
賑
わ
い

を
創
出
す
る
「
人
の
来
る
ま
ち
」

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
商
店
街
の
方
々
に
よ
り

運
営
さ
れ
て
い
る
「
に
ら
さ
き
朝

市
」
の
業
種
や
エ
リ
ア
を
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
参
加
で
き
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
併
設
な
ど
、
市
街
地
の
活
性

化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

企
業
誘
致
お
よ
び
企
業
立
地
支
援

　

「
韮
崎
市
企
業
立
地
支
援
条
例
」

に
基
づ
く
助
成
制
度
の
継
続
は
も

と
よ
り
、「
山
梨
県
産
業
活
性
化
協

議
会
」
で
の
誘
致
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
企
業
立
地
の
た
め

の
候
補
地
を
選
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
、
東
京

都
で
開
催
さ
れ
て

い
る
企
業
誘
致
フ

ェ
ア
に
、
本
市
の

ブ
ー
ス
を
設
け
、

積
極
的
な
情
報
発

信
と
企
業
動
向
の

把
握
を
行
い
、
企

業
誘
致
活
動
の
強

「
多
彩
な
産
業
が
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

農
業
の
展
開

　

特
色
の
あ
る
地
域
農
業
の
育
成

と
遊
休
農
地
を
解
消
す
る
た
め
、

大
豆
や
ク
レ
ソ
ン
な
ど
の
栽
培
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
農
作
業
の

効
率
化
・
軽
減
化
を
図
る
た
め
、

大
豆
脱
粒
機
な
ど
を
導
入
し
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
、
地
域
の
み
な
さ

ん
か
ら
強
い
要
望
が
あ
り
ま
し
た

「
穴
山
町
ふ
れ
あ
い
体
験
館
」
を
建

設
し
、
地
域
の
交
流
拠
点
と
し
て

い
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
農
道
や
水
路
な
ど
、

農
業
基
盤
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

も
計
画
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

賑
わ
い
と
活
力
あ
る

商
工
業
の
展
開

　

中
心
市
街
地
活
性
化
対
策
に
つ

い
て
は
、「
韮
崎

市
ま
ち
な
か
活
性

化
計
画
」　

を
策

定
し
、
新
規
出
店

を
支
援
す
る
た
め

の
商
店
街
空
き
店

舗
対
策
を
行
っ
て

い
く
と
と
も
に
、

カ
タ
ク
ラ
工
業
跡

地
の
大
型
商
業
施

地域の特性を活かした農林業の展開
土地改良施設維持管理適正化事業 78 万円

県営畑地帯総合土地改良事業 1 億 6,750 万円

小土地改良事業 7,792 万 9 千円

穴山町林業体験施設建設事業 1 億 932 万 3 千円

生産調整推進対策補助事業 2,680 万円

有害鳥獣駆除対策事業 344 万 4 千円

遊休農地解消事業 340 万 7 千円

歴史と景観をおりなす里づくり事業 237 万 3 千円

塩川地区圃場整備事業 6,562 万 9 千円

松くい虫防除事業 2,685 万 5 千円

里山獣害対策森林整備モデル事業 374 万円

自然森林道整備事業 459 万 3 千円

賑わいと活力のある商工業の展開
一般商工振興事業 989 万 9 千円

商工団体育成事業 611 万 3 千円

まちなか活性化推進事業 755 万 6 千円

武田の里ブランド管理事業 60 万 5 千円

企業立地支援事業 611 万 3 千円

多彩な地域産業の育成・雇用の促進
観光宣伝事業 694 万 5 千円

観光振興事業 868 万 7 千円

韮崎市武田の里まつり補助事業 1,468 万円

韮崎市勤労青年センター運営事業 782 万 6 千円

高年齢者労働能力活用事業 587 万 8 千円

し
か
」
の
感
染

拡
大
を
防
止
す

る
た
め
、
引
き

続
き
予
防
接
種

費
用
の
助
成
を

行
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
輸
入
食
材
の
多
様
化

や
外
食
の
機
会
が
増
す
な
ど
、
食

の
安
全
性
や
食
に
対
す
る
知
識
な

ど
、
正
し
い
食
生
活
の
習
慣
を
身

に
つ
け
て
い
く
た
め
、
食
育
推
進

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

「
誰
も
が
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」

健
康
づ
く
り
の
推
進

　

医
療
制
度
の
大
幅
な
改
正
に
伴

い
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対

象
に
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
主

と
し
た
特
定
健
診
や
特
定
保
健
指

導
と
併
せ
、
人
間
ド
ッ
ク
、
が
ん

健
診
、
脳
ド
ッ
ク
、
骨
そ
し
ょ
う

症
検
査
、
後
期
高
齢
者
健
診
な
ど

も
実
施
し
、
市
民
の
健
康
づ
く
り

と
受
診
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
大
流
行
し
た
「
は

賑わいをみせる「にらさき朝市」
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医
療
体
制
の
充
実

　

今
、
全
国
的
に
医
師
の
確
保
が

非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
市
立
病
院
で
は
、
平
成
20
年

度
よ
り
消
化
器
専
門
医
の
常
勤
医

師
２
名
を
、
新
た
に
配
置
で
き
る

見
通
し
で
す
。

　

ま
た
、
オ
ー
ダ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

（
電
子
伝
票
シ
ス

テ
ム
）
を
導
入
し
、

医
療
現
場
並
び
に

診
療
計
算
事
務
な

ど
の
効
率
化
を
図

り
、
来
院
者
の
待
ち
時
間
の
短
縮

や
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
せ
る

福
祉
社
会
の
実
現

　

高
齢
者
並
び
に
障

害
者
の
方
々
が
自
立

し
、
生
き
が
い
を
持

っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

健
康
づ
く
り
や
社
会

参
加
の
支
援
と
、
各

種
福
祉
施
策
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
利
用
者
の
食
費
に

つ
い
て
の
負
担
軽
減
や
、
在
宅
介

護
者
家
族
へ
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

施
設
利
用
料
の
一
部
助
成
、
レ
ン

タ
カ
ー
リ
ー
ス
料
の
助
成
な
ど
、

介
護
者
家
族
を
支
援
し
、
心
身
へ

の
負
担
を
軽
減
し
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実

　

本
市
で
は
既
に
、
国
保
加
入
者

の
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
つ
い

て
、
医
療
機
関
で
の
窓
口
無
料
化

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
４
月
よ

り
実
施
さ
れ
る
山
梨
県
単
独
医
療

費
助
成
制
度
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

償
還
払
い
だ
っ
た
社
会
保
険
な
ど

の
加
入
者
に
つ
い
て
も
、
ひ
と
り

親
家
庭
並
び
に
重
度
心
身
障
害
者

の
医
療
費
を
含
め
、
原
則
、
窓
口

無
料
化
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
出

生
奨
励
祝
金
」
に
つ
い
て
も
、
期

限
を
延
長
し
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

保
育
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多

様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
い
く
と
と
も
に
、
ハ
ー
ド
・
ソ

フ
ト
の
両
面
に
お
い
て
保
育
環
境

の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

安
心
で
き
る
社
会
の
整
備

　

市
民
が
安
全
・
安
心
に
生
活
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
消
防
団
各

部
に
可
搬
式
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積

載
車
を
配
備
す
る
な
ど
、
装
備
の

充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、
人

的
整
備
と
し
て
、
昼
間
、
市
内
に

在
住
し
、
消
火
活
動
に
従
事
で
き

る
支
援
者
を
確
保
し
て
、
地
域
の

消
防
力
、
防
災
力
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

健康な生活を支える保健・医療の充実
人間ドック事業 231 万 7 千円

予防接種事業 3,899 万 2 千円

特定健診・特定保健指導事業 1,101 万 7 千円

高齢者健診事業 368 万 2 千円

がん検診事業 4,490 万 2 千円

健康ふれあいセンター管理事業 3,231 万 6 千円

韮崎市立病院運営事業 25 億 7,186 万 6 千円

生きがいをもって暮らせる福祉社会の実現
福祉の日記念まつり開催事業 270 万 6 千円

特定高齢者把握事業 521 万 4 千円

地域介護予防活動支援事業 780 万 9 千円

みんなで支える地域福祉推進事業 1,868 万円

ことぶき長寿記念事業 1,156 万 3 千円

老人福祉センター管理運営事業 1,315 万 8 千円

老人保護措置事業 7,575 万 4 千円

高齢者保健福祉計画等策定事業 252 万 5 千円

静心寮運営事業 4,701 万 3 千円

障害者居宅介護等支援事業 1 億 89 万 1 千円

重度心身障害者医療費助成事業 1 億 1,760 万 8 千円

乳幼児医療費助成事業 1 億 969 万 9 千円

ひとり親家庭医療費助成事業 1,434 万 9 千円

児童センター運営事業 3,233 万 9 千円

子どもをすこやかに産み育てる
環境づくり事業 2,490 万円

保育所運営事業 5 億 7,283 万 3 千円

地域子育て支援センター運営事業 1,148 万 9 千円

児童手当施行事業 3 億 84 万円

児童扶養手当施行事業 9,188 万 8 千円

母子健康診査事業 1,185 万 4 千円

安心できる社会の整備
生活保護施行事業 2 億 3,425 万円

中国残留邦人生活支援給付事業 2,014 万 5 千円

在日外国人高齢者等福祉給付金支援事業 36 万円

国民健康保険運営事業 33 億 9,140 万円

老人保健運営事業 2 億 3,407 万 1 千円

山梨県後期高齢者医療広域連合負担金 2 億 532 万 1 千円

介護保険運営事業 16 億 8,824 万 6 千円

峡北広域行政事務組合（常備消防）負担金 3 億 741 万 2 千円

消防団運営事業 5,643 万 5 千円

消防協力員設置事業 120 万円

消防施設維持事業 996 万 3 千円

消防施設整備事業 669 万円



生
涯
学
習
の
推
進

　

ま
ち
づ
く
り
は
、

「
人
づ
く
り
」
か
ら
を

基
本
に
、
ふ
る
さ
と

を
誇
り
に
思
え
る
生

涯
学
習
を
実
現
す
る

た
め
、
学
習
環
境
の

支
援
や
社
会
教
育
関

係
団
体
の
育
成
に
努

め
る
と
と
も
に
、
ス
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創造と活力を生む生涯学習社会の構築
地区公民館運営事業 3,233 万 9 千円

武田の里ライフカレッジ支援事業 212 万 3 千円

武田の里ウォーキング事業 710 万円

総合運動場管理事業 2,304 万 3 千円

御勅使サッカー場管理事業 961 万 2 千円

中央公園芝生管理事業 1,146 万 4 千円

たくましさとやさしさのある児童生徒等の育成
私立幼稚園奨励補助事業 928 万円

安全・安心なまちづくり事業 2,019 万 1 千円

小学校運営事業 1 億 4,866 万円

中学校運営事業 6,984 万 9 千円

中学校遠距離通学費補助事業 955 万 6 千円

地域に根ざした学校給食推進事業 101 万円

韮崎西中学校改築事業 7 億 3,936 万 6 千円

武田の里わくわくサマースクール開催事業 56 万円

継承し創造する市民文化の醸成
文化ホール管理運営事業 1 億 335 万 1 千円

美術館運営準備事業 103 万 1 千円

史跡新府城跡環境整備事業 2,400 万円

ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
や
社
会
体
育

団
体
の
育
成
な
ど
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

「
豊
か
な
人
間
性
と

　
　

ふ
れ
あ
い
を
は
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り
」　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
に

親
し
ま
れ
て
き
た
「
武
田
の
里
婦

人
大
学
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
創

立
30
周
年
を
契
機
に
「
武
田
の
里

ラ
イ
フ
カ
レ
ッ
ジ
」
と
名
称
が
変

わ
り
、
内
容
も
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
実

力
派
講
師
の
講
演
は
も
ち
ろ
ん
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
楽
し
く
学
べ
る

場
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

義
務
教
育
の
充
実

　

韮
崎
西
中
学
校
に
つ
き
ま
し
て

平成20年度当初予算（歳出）

は
、
本
年
１
月
か
ら

新
校
舎
で
の
授
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
20
年
度
に
は
体
育

館
、
武
道
館
、
プ
ー

ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
な

ど
の
整
備
を
行
い
、

全
て
の
事
業
が
完
了

す
る
予
定
で
す
。

　

韮
崎
北
東
小
学
校

で
は
第
２
音
楽
教

室
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

が
３
月
に
完
成
し
、

穂
坂
小
学
校
並
び
に

甘
利
小
学
校
の
図
書

館
に
エ
ア
コ
ン
を
設

置
す
る
な
ど
、
施
設

整
備
に
努
め
る
と
と

も
に
、
教
員
に
パ
ソ

コ
ン
を
順
次
、
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
を
も
っ
て
、
子
供

た
ち
の
教
育
環
境
面
で
の
事
業
が

総
体
的
に
整
備
さ
れ
、
学
校
教
育

に
お
け
る
安
心
・
安
全
で
充
実
し

た
環
境
が
図
ら
れ
ま
す
。　

地
域
文
化
の
創
造
・
継
承

　

平
成
17
年
度
よ
り
実
施
し
て
い

ま
す
新
府
城
跡
環
境
整
備
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
中
堀
跡
を
整
備

し
、「
武
田
の
里
に
ら
さ
き
」
に
ふ

さ
わ
し
い
歴
史
的
風
土
を
生
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

民生費（27.2％）
32億3,437万2千円

教育費（14.8％）
17億6,362万7千円

公債費（13.1％）15億6,461万7千円
衛生費（11.0％）
13億770万5千円

総務費（10.8％）
12億8,575万9千円

土木費（10.2％）
12億920万5千円

農林水産業費（6.3％）
7億5,026万5千円

消防費（3.6％）4億3,219万2千円
議会費（1.4％）1億6,792万8千円
商工費（1.2％）1億4,118万6千円 予備費（0.3％）3,000万円

労働費（0.1％）1,434万円
災害復旧費（0.0％）4千円

歳出合計
119億120万円
歳出合計

119億120万円

平成20年１月に完成した韮崎西中学校新校舎



第
６
次
長
期
総
合
計

画
の
策
定

　

社
会
環
境
の
変
化

や
地
方
分
権
の
時
代

に
対
応
し
た
活
力
あ

る
地
域
社
会
を
実
現

す
る
た
め
、「
韮
崎

市
第
６
次
長
期
総
合

計
画
」
策
定
へ
の
取

り
組
み
が
始
ま
っ
て

7

実
施
し
な
が
ら
、
計
画
策
定
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

国
際
交
流
の
推
進

　

姉
妹
都
市
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド

市
と
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
を
は

じ
め
、
中
・
高
校
生
の
相
互
派
遣

活
動
を
行
い
交
流
を
深
め
て
い
ま

す
。
今
後
も
異
文
化

体
験
を
通
じ
、
本
市

の
国
際
化
の
一
翼
を

担
う
人
材
の
育
成
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

行
政
改
革
の
推
進

　

国
の
地
方
分
権
改

革
は
一
層
本
格
化

し
、
地
方
財
政
は
依

然
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
地
方
分

い
ま
す
。

　

長
期
総
合
計
画
と
は
市
の
最
上

位
の
行
政
計
画
と
し
て
、
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
た
地
域
の
将
来
像

と
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
10

年
間
の
指
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　

計
画
に
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、
市
民

の
方
々
で
構
成
さ
れ
る
「
韮
崎
市

長
期
計
画
審
議
会
」
や
「
ま
ち
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
な
ど
を

「
市
民
と
行
政
が
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
自
立
し

た
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、

行
財
政
基
盤
の
強
化
、
事
務
事
業

の
見
直
し
、
財
源
確
保
な
ど
、
財

源
の
効
果
的
・
重
点
的
な
配
分
に

努
め
、
財
政
健
全
化
を
図
り
ま
す
。

　

職
員
の
能
力
開
発
と
人
材
育
成

の
推
進
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年

度
よ
り
全
職
員
を
対
象
と
し
た
人

事
評
価
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と

し
、
平
成
20
年
度
は
、
こ
の
制
度

導
入
に
向
け
た
試
行
期
間
と
し
て

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
課
題
解
決
や
個

性
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
け
る
社
会
を
構
築
す

る
た
め
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
た
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
夢
と
感
動
の
テ
ー
マ
シ
テ
ィ
・

に
ら
さ
き
」
の
実
現
へ

　

以
上
が
、
平
成
20
年
度
の
施
策

に
つ
い
て
の
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
財
政
は
大
変
厳
し
い
環
境

下
で
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
、「
夢
と
感
動
の
テ

ー
マ
シ
テ
ィ
・
に
ら
さ
き
」
の
実

現
の
た
め
、
渾
身
の
努
力
を
傾
注

し
て
い
き
ま
す
。

〈
三
月
市
議
会
定
例
会
で
の
市
長
所

信
表
明
よ
り
要
旨
・
抜
粋
〉

平成20年度当初予算（歳入）

市民参画のまちづくり
公共奉仕活動支援事業 245 万円

広聴広報事業 1,695 万円

男女共同参画社会づくり事業 138 万 9 千円

ふれあいと交流のある地域社会
地区活動推進事業 2,365 万 7 千円

国際交流事業 402 万 2 千円

効率的な行財政運営
長期計画策定事業 565 万円

長期債元金償還金（補償金免除に伴う借換債） 5 億 3,247 万 8 千円

賦課徴収事業 3,596 万 7 千円

行政アドバイザー設置事業 163 万 8 千円

庁舎管理事業 6,448 万円

繰入金（11.5％）13億7,013万8千円

市債（7.4％）8億7,850万円

国庫支出金（7.0％）
8億3,302万7千円

県支出金（5.7％）
6億7,940万1千円

地方消費税交付金（3.0％）
3億5,380万円

使用料及び手数料（2.5％）3億114万3千円
分担金及び負担金（1.4％）1億7,131万1千円
地方譲与税（1.3％）1億5,830万円 諸収入（1.3％）1億4,942万7千円

地方特例交付金（0.6％）6,925万円
その他（2.1％）2億4,048万7千円

市税（47.6％）
56億7,041万6千円

地方交付税（8.6％）10億2,600万円

歳入合計
119億120万円
歳入合計

119億120万円

「まちづくりワークショップ」での作業の様子
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地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

19
年
６
月
、
地
方
公
共
団
体
の
財

政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
（
地

方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法
）
が

公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
の
た
び
、
高
金
利
時

代
に
借
り
入
れ
た
起
債
（
借
金
）

の
繰
上
償
還
を
行
う
こ
と
で
経
費

削
減
を
図
る
な
ど
、「
財
政
健
全
化

計
画
」・「
公
営
企
業
健
全
化
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
の
で
概
略
を
公

表
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
計
画
期
間

　

平
成
19
年
度
～
平
成
23
年
度
ま

で
の
５
年
間

財
政
健
全
化
計
画

■
基
本
方
針

　

新
た
な
行
政
需

要
や
厳
し
い
財
政

状
況
、
さ
ら
に
は

地
方
分
権
の
推
進

に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
、
目
標
の
数
値
化
や
具
体

的
な
指
標
を
用
い
た
健
全
化
計
画

を
作
成
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
市
税
等

の
徴
収
率
向
上
対
策
に
よ
る
自
主

財
源
の
確
保
や
、
財
政
規
律
と
コ

ス
ト
意
識
を
も
っ
た
行
政
経
営
に

よ
り
、
財
政
の
健
全
性
を
確
保
し
、

市
民
本
意
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
図
れ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

■
主
な
経
営
課
題
と
取
り
組
み

◇
税
収
確
保

　

夜
間
納
付
・
相
談
窓
口
な
ど
の

徴
収
強
化
体
制
の
継
続
実
施
や
、

積
極
的
な
企
業
の
誘
致
に
よ
る
財

源
確
保
を
目
指
し
ま
す
。

◇
経
費
抑
制

　

旅
費
・
消
耗
品

費
な
ど
行
政
管

理
経
費
の
削
減
、

委
託
料
の
徹
底

し
た
分
析
や
指

定
管
理
者
制
度
の
導
入
促
進
を
し

ま
す
。
ま
た
、
給
与
水
準
・
定
員

管
理
の
適
正
合
理
化
に
つ
い
て
も
、

各
年
度
の
事
業
量
な
ど
を
見
極
め
、

退
職
者
不
補
充
や
職
員
の
配
置
転

換
、
組
織
・
機
構
の
柔
軟
な
見
直
し
、

Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
業
務
の
簡
素

化
な
ど
、
経
費
削
減
を
図
り
ま
す
。

◇
公
営
企
業
・
特
別
会
計
等
繰
出
金

　

各
事
業
の
経
営
改
善
、
全
体
計

画
の
見
直
し
、
収
入
の
適
正
化
な

ど
へ
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、
繰

出
金
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
財
政
担
当

（
内
線
３
５
３
・
３
５
４
）

効率的で健全な行財政運営のため

財政・公営企業経営健全化計画を策定

　国の三位一体改革により、地方交付税の縮小
や国庫補助金の削減など地方財政は依然厳しい
状況にあります。このような状況の中で、財政
の健全化や将来の市民負担の軽減を図るため、
市では「財政健全化計画」・「公営企業健全化計画」
を策定しましたので概略を公表します。
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公
営
企
業
経
営
健
全
化
計
画

市
立
病
院
事
業
経
営
改
善
計
画

■
基
本
方
針

　

医
療
保
険
制
度
や
診
療
報
酬
の

改
定
、
医
師
不
足
な
ど
医
療
環
境

が
変
遷
す
る
中
、
地
域
の
中
核
病

院
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
た
め
、

事
業
内
容
の
見
直
し
や
、
経
費
削

減
、
業
務
の
効
率
化
を
図
る
と
と

も
に
、
収
入
確
保
に
努
め
、
安
定

し
た
経
営
基
盤
を
確
立
し
ま
す
。

■
主
な
経
営
課
題
と
取
り
組
み

◇
常
勤
医
師
の
安
定
確
保

　

診
療
体
制
の
維
持
、
お
よ
び
病

院
経
営
安
定
の
た
め
、
常
勤
医
師

の
確
保
に
向
け
、
派
遣
元
で
あ
る

山
梨
大
学
医
学
部
医
局
へ
の
働
き

か
け
な
ど
に
努
め
ま
す
。

◇
病
床
再
編
お
よ
び

看
護
基
準
の
格
上
げ

　

稼
働
率
の
低
い
病
床
に
つ
い
て
、

再
編
や
要
員
配
置
体
制
の
見
直
し

を
行
い
、
人
材
の
有
効
活
用
と
患

者
に
対
す
る
手
厚
い
サ
ー
ビ
ス
が

出
来
る
よ
う
、
看
護
基
準
を
格
上

げ
し
ま
す
。

◇
業
務
外
部
委
託
の
促
進

　

業
務
の
効
率
化
、
患
者
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
の
た
め
、
業
務
の
民
間

委
託
を
促
進
し
ま
す
。　
　
　
　

◇
病
棟
大
規
模
改
修
お
よ
び

医
療
機
器
の
整
備

　

施
設
・
設
備
の
老
朽
化
に
加
え
、

求
め
ら
れ
る
施
設
機
能
の
高
度
化

へ
の
必
要
性
か
ら
、
病
棟
の
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
患
者

の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

医
療
機
器
を
整
備
し

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
病
院
事

業
経
営
の
総
合
的
な

改
革
に
取
り
組
む
た

め
、
平
成
20
年
度
に

公
立
病
院
改
革
プ
ラ

ン
を
策
定
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
立
病
院
事
務
局

　

総
務
担
当

☎
２
２

－

１
２
２
１

水
道
事
業
経
営
健
全
化
計
画

■
基
本
方
針

　

水
需
要
の
伸
び
率
の
鈍
化
に
伴

う
給
水
収
益
の
伸
び
悩
み
や
、
老

朽
化
に
伴
う
施
設
更
新
へ
の
対
応
、

ダ
ム
水
受
水
費
の
値
上
げ
な
ど
、

今
後
も
水
道
事
業
の
経
営
は
厳
し

い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
行
政
改
革
集
中
改

革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
給
与
費
の

適
正
化
を
図
る
と
と
も
に
、
具
体

的
な
指
標
を
活
用
し
た
経
営
健
全

化
計
画
を
作
成
し
、
料
金
改
定
に

よ
る
収
入
の
確
保
や
、
維
持
管
理

費
な
ど
コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組

み
、
安
全
で
安
定
的
な
水
供
給
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

■
主
な
経
営
課
題
と
取
り
組
み

◇
料
金
水
準
の
適
正
化

　

料
金
回
収
率
（
供
給
単
価
／
給

水
原
価
×
１
０
０
）
の
改
善
を
図

る
た
め
、
水
道
料
金
改
定
を
実
施

し
ま
す
。

◇
維
持
管
理
費
な
ど
の
低
減

　

予
備
水
源
へ
の
電
力
供
給
の
一

時
休
止
や
、
ダ
ム
水
の
武
田
橋
通

水
に
よ
る
動
力
費
、
契
約
方
法
の

見
直
し
に
よ
る
委
託
料
な
ど
の
コ

ス
ト
低
減
を
図
り
ま
す
。

◇
一
般
会
計
繰
入
金
の
削
減

　

料
金
改
定
に
よ
る
営
業
収
入
の

確
保
、
維
持
管
理
費
な
ど
の
コ
ス

ト
低
減
に
よ
り
、
収
支
の
均
衡
を

図
り
、
独
立
採
算
の
運
営
に
近
づ

け
て
い
き
ま
す
。

◇
自
主
財
源
の
確
保

　

市
の
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
広
告
料
収
入
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課
水
道
管
理
担
当

（
内
線
６
１
６
～
６
１
８
）

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

経
営
健
全
化
計
画

■
基
本
方
針

　

平
成
19
年
度
に
お
い
て
、
本
市

の
下
水
道
事
業
全
体
計
画
、
事
業

認
可
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ

と
で
、
今
後
の
整
備
計
画
を
再
検

討
し
、
よ
り
経
済
的
・
効
率
的
な

整
備
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
韮
崎
市
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
経
営
健
全
化
計
画
」

を
作
成
し
、
接
続
率
（
加
入
率
）、

収
納
率
の
向
上
を
目
指
し
、
収
入

確
保
に
努
め
ま
す
。

■
主
な
経
営
課
題
と
取
り
組
み

◇
接
続
率
の
向
上

　

本
市
の
平
成
18
年
度
末
の
接
続

率
は
約
70
％
と
、
決
し
て
高
い
水

準
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
下

水
道
へ
の
接
続

を
呼
び
か
け
る

な
ど
、
接
続
率

の
向
上
に
努
め
、
料
金
収
入
の
増

収
を
図
り
、
健
全
な
運
営
を
目
指

し
ま
す
。

◇ 

収
納
率
の
向
上

　

下
水
道
使
用
料
の
徹
底
し
た
徴

収
を
行
い
、
収
納
率
の
向
上
に
努

め
る
と
と
も
に
、
今
後
、
適
正
な

料
金
へ
の
改
定
も
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課
下
水
道
担
当

（
内
線 

６
１
３
・
６
１
４
）

水質保全
のため
下水道に
接続を！

平成１９年度に完成した甘利地区への送水管（武田橋）
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韮
崎
市
水
道
事
業
は
、

上
水
道
事
業
創
設
以
来
、

安
全
・
清
浄
・
低
廉
な

水
道
水
の
安
定
供
給
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、

将
来
に
わ
た
り
安
全
で

安
定
し
た
水
道
水
の
供

給
を
行
っ
て
い
く
た
め
、

ま
た
、
水
道
施
設
の
維

持
・
管
理
、
更
新
費
用

に
充
て
る
た
め
６
月
検

針
分
よ
り
平
均
改
定
率

11
．
1
％
の
水
道
料
金

に
改
定
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

水
道
事
業
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

水
道
事
業
の
経
営
状
況
（
平
成

18
年
度
決
算
）
に
つ
い
て
、
支
出

面
で
は
塩
川
ダ
ム
受
水
費
が
大
き

な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
中
、

自
己
水
源
に
係
る
動
力
費
や
人
件

費
な
ど
の
固
定
経
費
の
節
減
に
努

め
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
収
入
面
を
み
る
と
使
用

水
量
の
伸
び
が
鈍
化
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
、
平
成
20
年
度
に
上
昇

す
る
塩
川
ダ
ム
か
ら
の
受
水
単
価

な
ど
に
よ
り
、
今
後
も
一
般
会
計

か
ら
の
補
助
金
に
よ
り
収
支
の
バ

ラ
ン
ス
を
保
っ
て
く
厳
し
い
状
況

が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
、
５
月
に
配
布
予
定
の

　

新
料
金
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課
水
道
管
理
担
当

（
内
線
６
１
６
～
６
１
８
）

　

６月より水道料金が改定されます
水道水の安定供給のために

種別
基本
水量

基本
料金

超過料金
（1 ㎥につき）

一般
専用

20 ㎥ 2,288 円

21 ㎥～ 100 ㎥
143 円 85 銭

101 ㎥～ 400 ㎥
200 円 55 銭

401 ㎥～
255 円 15 銭　

新料金表（２カ月分）

平成１８年度決算状況

　

益
者
負
担
金
が
か
か
り
ま
す
。

◇
平
成
13
年
４
月
以
降
に
合
併
処

　

理
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
た
方
が
、

　

供
用
開
始
後
３
年
以
内
に
下
水

　

道
に
接
続
し
た
場
合
、「
排
水

　

設
備
設
置
費
補
助
要
綱
」
の
補

　

助
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
下
水
道
事
業
全
体
計
画
の

　

変
更
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
限
り
あ
る
財
源
で
、

効
率
的
に
事
業
が
進
め
ら
れ
る
よ

う
、
平
成
19
年
度
に
左
表
の
と
お

り
、
下
水
道
事
業
全
体
計
画
の
見

直
し
を
行
い
ま
し
た
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
水
道
担

　

当
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
下
水
道
の
供
用
開
始
区
域

　

拡
大
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
度
に
、

大
草
・
竜
岡
町
で

行
わ
れ
た
下
水
道

工
事
は
、
３
月
末

を
も
っ
て
完
了
し
、

供
用
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
工
事
に
よ
り
、

４
月
か
ら
新
た
に
３
８
０
世
帯
が
、

下
水
道
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

下
水
道
工
事
は
公
共
水
域
の
水

質
保
全
を
目
的
に
、
み
な
さ
ん
の

貴
重
な
税
金
を
財
源
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
下
水
道
が
使
用
で
き

る
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
速

や
か
に
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
接
続
に
あ
た
っ
て
は
、
次

の
事
項
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
接
続
に
は
工
事
指
定
店
に
よ
る

　

申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
工

　

事
費
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
接
続
工
事
費
の
融
資
を
斡
旋
す

　

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◇
こ
の
４
月
よ
り
供
用
開
始
さ
れ

　

た
地
区
に
下
水
道
が
使
用
で
き

　

る
土
地
を
お
持
ち
の
方
は
、
受

下
水
道
事
業
に
ご
協
力
を

■
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
促
進
事

　

業
の
対
象
区
域
変
更
に
つ
い
て

　

下
水
道
全
体
計
画
の
見
直
し
に

関
連
し
て
、
現
在
運
用
さ
れ
て
い

る
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
促
進
事

業
の
対
象
区
域
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、

下
水
道
計
画
の

区
域
外
に
、
50

人
槽
以
下
の
合

併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
さ
れ
る

方

を

対

象

に
、

工
事
費
の
一
部

を
補
助
す
る
制

度
で
す
。（
下
表

参
照
）

　

今
回
、
下
水
道

処
理
区
域
よ
り
除

外
さ
れ
た
地
区
は
、

こ
の
制
度
の
対
象

と
な
り
ま
す
の
で
、

水
質
保
全
の
た
め

に
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
合
併
処
理

浄
化
槽
設
置
促
進
事
業
に
つ
い
て

は
、
上
下
水
道
課
下
水
道
担
当
で

取
扱
い
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課
下
水
道
担
当

（
内
線
６
１
３
・
６
１
４
）

下水道の処理区域に追加される地区

・都市計画区域内および隣接地の工場
　用地を含む既存宅地
・御勅使工業地域の事業所および周辺
　宅地

下水道の処理区域から除外される地区

・穂坂町の一部
（上の原、権現沢の一部、日之城、柳
　平、三之蔵、上今井、原、長久保）
・中田町の一部
（上野および小田川の一部）
・円野町、清哲町、穴山町（石水の一
　部を除く）の全域

人槽区分 補助限度額

5 人槽まで 332,000 円

6 人槽～ 7 人槽 414,000 円

8 人槽～ 50 人槽 548,000 円

公
共
水
域
の
水
質
保
全
の
た
め
に

※公衆用浴場、および臨時の量水器使用
　量は据え置き

合計　815,845千円 合計　814,984千円

収益的
支　出

収益的
収　入

水道使用料（68.1％）
555,385 千円

加入金・
設計審査
手数料
（6.8%）
55,279 千円

一般会計補助金
（23.4%）
190,687 千円

他会計負担金（1.0%）
8,025 千円

その他（0.8%）
6,469 千円

動力費（3.1%）
25,486 千円

職員給与費（7.6%） 
62,273 千円

通信運搬費（0.7%）
6,105 千円

修繕費（5.6%）
45,664 千円
委託料（2.6%）
20,920 千円

塩川ダム受水費・
企業団負担金
（38.9%）

316,999 千円

塩川ダム受水費・
企業団負担金
（38.9%）

316,999 千円減価償却費等
（24.0%）
195,567 千円

企業債利子
（14.2%）
115,516 千円

その他（3.2%）26,454 千円
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　 今 年 も ４ 月 よ り、
中央公園でミニＳＬ
の 運 行 を 行 い ま す。
　実物の１０分の１
ス ケ ー ル の Ｓ Ｌ が、
石炭を焚いて煙を吐
きながら、緑の林の
中にある全長 ２４２
ｍの線路を力強く走
り抜けます。
　ご家族でミニＳＬ
に乗車してみません
か？　ぜひ、遊びに
きてください。

　■時　間　１０～１６時
　■場　所　中央公園　ミニＳＬ乗り場
　■運　賃　大人・子ども共に１回１００円
　　※３歳以下は無料（保護者の同乗が必要です）
　　※今年から「こどもの日」は乗車無料

家族や友達と出かけよう！ 春のイベント案内

信玄公祭り甲州軍団出陣
　武田２４将の１人、甘利
備前守虎泰（石井錦一市議
会議長）と共に、韮崎市商
工会青年部のみなさん扮す
る虎泰隊の武者総勢４０名
が参加し、信玄公祭り・甘
利備前守虎泰隊の出陣式を行います。
　当日は、韮崎市での出陣式の後、甲府市で行われ
る甲州軍団出陣に参加します。勇ましく繰り広げら
れる戦国絵巻を、ぜひご覧ください。

　■日　時　４月５日（土）１２時～
　■会　場　韮崎駅前ロータリー
　　　　　　※雨天時はショッピングセンター「ル
　　　　　　　ネス」１階ロビーで開催されます。

新府桃の花見会

深田祭

運行日（日曜・祝祭日）
4 月 6 13 20 27 29
5 月 3 4 5 6 11 18 25
6 月 1 8 15 22 29
7 月 6 13 20 21 27
8 月 3 10 17 24 31
9 月 7 14 15 21 23 28

10 月 5 12 13 19 26

第１回穴山さくら祭り

　一面がピンク色に
染まる新府桃源郷で、
親子絵描き大会や地
元 特 産 品 販 売 コ ー
ナーなどを行う「新
府桃の花見会」が開
催されます。
　当日、会場周辺は
交通規制となります
ので、中央公園から
シャトルバスをご利
用ください。

　■日　時　４月１３日（日）８時～
　■会　場　新府共選場

　「日本百名山」の著者である深田久弥氏の遺徳を
偲んで、碑前祭と記念登山を開催します。
　当日は、深田記念公園内において地元特産品販売
も行います。
　記念登山に参加する方は、山登りので
きる服装で、昼食と雨具をご持参くださ
い。（地元山岳会メンバーも参加します）

　■日　時　４月２０日（日）
　　◇記念登山受付　８時～（随時出発・自由参加）
　　◇碑前祭　１４～１５時
　■会　場　深田記念公園（駐車場３０台）
　　　　　　※韮崎駅より送迎バスあり
　■参加費　１, ０００円（バッチ・軽食付）
　　　　　　※限定２００名

　市では、平成１６年度か
ら建設を進めてきた「穴山
さくら公園」の完成を祝い、
竣工式を行います。
　これに併せ、穴山町で
は「第１回穴山さくら祭り」
を開催します。みなさんも
お花見を兼ねて、ぜひ遊び
にきてください。

　■日　時　４月１２日（土）
　　◇竣工式　１０時～
　　◇穴山さくら祭り　竣工式終了後～１５時
　■会　場　穴山さくら公園（ＪＲ穴山駅南側）
　■内　容    「穴山観光小唄」歌碑除幕式、音楽サー
　　　　　　クルによる演奏、地域特産品販売、餅
　　　　　　つき大会、甘酒・豚汁のサービスなど

■お問い合わせ
　商工観光課観光担当（内線２２９・２３０）

ミニSLが走っています！

■お問い合わせ
　建設課都市計画担当（内線２５０・２５１）

　※雨天の場合は運休することがあります。
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４

月

よ

り

「
子
ど
も
・
ひ
と

り
親
家
庭
・
重

度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
制

度
」
が
変
わ
り
、

医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担
が
、
原

則
、
無
料
化
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、既
に
「
受

給
者
証
」
を
送
付
し
ま
し
た
の
で
、

お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
記
載
事

項
を
確
認
し
、
間
違
い
や
異
動
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
国
保
医
療
担

当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

窓
口
で
の
医
療
費
一
時
負
担
が

必
要
と
な
る
場
合

　

次
に
該
当

す
る
場
合
は
、

医
療
機
関
の

窓
口
で
医
療

費
の
一
時
負

担
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、

申
請
に
よ
り
支
払
っ
た
医
療
費
が

助
成
さ
れ
ま
す
。

◇
医
療
機
関
の
窓
口
に
お
い
て
、

　

加
入
し
て
い
る
「
医
療
保
険
証
」

　

と
「
受
給
者
証
」
を
提
示
で
き

　

な
い
場
合

※
自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
、

　

精
神
通
院
医
療
、
育
成
医
療
）

　

や
特
定
疾
病
な
ど
、
公
費
負
担

　

医
療
の
受
給
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ

　

の
「
公
費
負
担
医
療
の
受
給
者

　

証
」
も
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
山
梨
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診

　

す
る
場
合

◇
「
全
国
歯
科
医
師
会
国
保
組
合
」、

　

「
山
梨
県
医
師
国
保
組
合
」、「
全

　

国
土
木
建
築
国
保
組
合
」、「
中

　

央
建
設
国
保
組
合
」
以
外
の
国

　

保
組
合
に
加
入
し
て
い
る
場
合

◇
療
養
費
の
支
給
対
象
と
な
る
療

　

養
（
柔
道
整
復
師
、
は
り
、
灸

　

な
ど
の
施
術
、
コ
ル
セ
ッ
ト
の

　

購
入
な
ど
）
を
受
け
る
場
合

◇
国
保
の
「
資
格
証
明
書
」
を
提

　

示
し
た
場
合

医
療
費
助
成
の

対
象
外
と
な
る
場
合

　

「
子
ど
も
・
ひ

と
り
親
家
庭
・

重
度
心
身
障
害

者
医
療
費
助
成

制

度

」

で

は
、

医
療
保
険
の
対

象
と
な
る
医
療
費
の
み
が
適
用
と

な
り
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
助

４
月
か
ら
窓
口
負
担
無
料
化
に

子
ど
も
・
ひ
と
り
親
家
庭
・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◇
歯
科
な
ど
の
自
由
診
療
、
予
防

　

接
種
、
人
間
ド
ッ
ク
費
用
、
証

　

明
書
の
作
成
料
な
ど

◇
入
院
時
の
食
事
療
養
費
、
生
活

　

療
養
費
、
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど

◇
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

　

の
「
災
害
共
済
給
付
制
度
」
を

　

利
用
し
て
受
診
す
る
場
合

◇
交
通
事
故
な
ど
第
３
者
の
加
害

　

に
よ
る
受
診
の
場
合

助
成
金
の
支
払
い
に
つ
い
て

　

助
成
金
に
つ

い
て
は
、
申
請

月
の
翌
月
末
を

目
安
に
お
支
払

い
し
て
い
ま
す

が
、
３
～
４
月

に
申
請
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

制
度
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修

の
た
め
、
支
払
い
が
遅
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
国
保
医
療
担
当

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
）

　

誰
も
が
将
来
に
わ
た

り
安
心
し
て
医
療
保
険

を
利
用
で
き
る
よ
う
、

４
月
か
ら
医
療
保
険
制

度
の
大
幅
な
改
正
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

国
保
税
の
算
定
・
徴

収
方
法
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

課
税
方
法
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
開
始
に
伴
い
、
後
期

高
齢
者
医
療
支
援
分
を

加
え
た
３
つ
の
合
計
額

が
国
保
税
と
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。【
図
１
】

◇
医
療
保
険
分

◇
介
護
保
険
分
（
40
～
64
歳
の
方
）

◇
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
分

※
平
成
20
年
度
の
国
保
税
率
は
、

　

追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

納
期
が
10
期
か
ら
８
期
に

　

従
来
、
国
保
税
の
課
税
は
前
年

度
の
保
険
税
に
基
づ
き
算
定
し
た

暫
定
額
（
仮
算
定
）
と
、
確
定
し

た
年
税
額
（
本
算
定
）
を
用
い
、

計
10
期
に
分
け
て
課
税
し
て
い
ま

し
た
が
、
本
年
度
か
ら
本
算
定
の

み
を
行
い
、
７
月
～
翌
年
２
月
に

計
８
期
の
納
期
に
よ
り
課
税
さ
れ

ま
す
。【
表
１
】

特
別
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

　

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
は
、

保
険
税
の
納
付
が
、
原
則
、
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）
と

な
り
ま
す
。

◇
国
保
加
入
者
が
65
歳
以
上
の
み

　

の
世
帯

◇
年
金
給
付
額
が
年
額
18
万
円
以

　

上
の
世
帯
主
（
国
保
に
加
入
し

　

て
い
な
い
世
帯
主
を
除
く
）

◇
国
保
の
保
険
税
と
介
護
保
険
料

　

を
合
算
し
た
額
が
、
年
金
給
付

　

額
の
半
分
未
満
の
方

※
条
件
に
該
当
し
な
い
方
は
、
納

　

付
書
、
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ

　

る
納
付
と
な
り
ま
す
。 

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
国
保
医
療
担
当

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
）

安心して医療を受けていくために
４月から国保制度が改正されます

【図１】国保税内訳

国保税 医療保険 介護保険＋＝改
正
前

＋＝国保税 医療保険 介護保険 後期高齢
支 援 金＋

改
正
後

【表１】納期について

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

改正前
納　期

－ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

仮算定 本算定

改正後
納　期

－ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

本算定
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障
害
を
お
持
ち
の
方

が
、
普
通
に
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
「
峡

北
地
域
障
害
者
自
立
支

援
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
障
害
を
お
持

ち
の
方
や
、
そ
の
保
護
者

の
方
か
ら
の
相
談
や
悩

み
事
に
応
じ
る
「
相
談
支

援
事
業
」
で
挙
げ
ら
れ
た

相
談
内
容
を
基
に
、
地
域

福
祉
な
ど
に
つ
い
て
考

え
る
会
議
の
場
と
し
て
、
韮
崎
市
・

北
杜
市
が
共
同
で
設
置
し
ま
し
た
。

　

な
お
、「
相
談
支
援
事
業
」
は
、

障
害
を
お
持
ち
の
方
が
自
立
し
た

日
常
生
活
、
社
会
生
活
を
送
れ
る

よ
う
支
援
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

峡北地域障害者自立支援協議会
地域福祉を考える

■
相
談
日
時
・
場
所

　

次
の
３
つ
の
事
業
所
で
月
～
金

　

曜
日
に
、
随
時
相
談
を
受
け
付

　

け
て
い
ま
す
。

※
た
だ
し
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

◇
陽
だ
ま
り
（
穴
山
町
、
長
坂
町
）

　

９
～
18
時

☎
３
２
ー
０
０
３
５

◇
あ
さ
ひ
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
（
旭
町
）

　

８
時
30
分
～
17
時
30
分

☎
２
２
ー
７
４
４
４

◇
み
だ
い
寮
（
旭
町
）

　

９
～
18
時

☎
０
５
５
ー
２
８
５
ー
４
２
９
２

タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
ま
す

重
度
障
害
を
お
持
ち
の
方
へ

　

市
で
は
、
在
宅

の
重
度
心
身
障
害

者
（
児
）
の
方
の

社
会
参
加
の
促
進

と
、
生
活
圏
の
拡

大
を
支
援
す
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
の
一
部
を
「
利
用
券
」

に
よ
り
助
成
し
て
い
ま
す
。
タ
ク

シ
ー
利
用
券
の
申
請
は
４
月
１
日

よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

■
利
用
券
交
付
対
象
者

◇
身
体
障
害
者
手
帳１

・
２
級
所
持
者

◇
療
育
手
帳　

Ａ
所
持
者

※
た
だ
し
、
施
設
入
所
者
や
自
動

　

車
・
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受

　

け
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

■
交
付
枚
数　

年
間
24
枚

※
腎
臓
機
能
障
害
１
級
手
帳
所
持

　

者
に
つ
い
て
は
年
間
36
枚

※
年
度
途
中
に
申
請
し
た
場
合
は
、

　

月
割
と
な
り
ま
す
。

■
利
用
券
使
用
方
法

　

１
回
の
乗
車
に
つ
き
利
用
券
１

　

枚
（
６
３
０
円
割
引
）
を
使
用

　

で
き
ま
す
。
乗
車
の
際
は
手
帳

　

を
提
示
の
う
え
、
使
用
し
て
く

　

だ
さ
い
。
な
お
、
心
身
障
害
者

　

タ
ク
シ
ー
運
賃
割
引
（
手
帳
提

　

示
時
１
割
引
）
も
併
せ
て
使
用

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
ま
た
は
療

　

育
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う

　

え
、
社
会
福
祉
担
当
窓
口
で
申

　

請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
社
会
福
祉
担
当
窓
口

　

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

（
内
線
１
７
６
・
１
７
７
）

※
別
表
の
資
格
要
件
は
、
昭
和
36

　

年
４
月
２
日
以
後
に
日
本
国
籍

　

を
取
得
し
た
方
に
準
用
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

◇
高
齢
者
関
係

　

福
祉
課
福
祉
介
護
担
当

（
内
線
１
７
８
～
１
８
０
）

◇
障
害
者
関
係

　

福
祉
課
社
会
福
祉
担
当

（
内
線
１
７
５
～
１
７
７
）

　

市
で
は
、
公
的
年
金
な
ど
の
支

給
を
受
け
ら
れ
な
い
外
国
籍
の
高

齢
者
お
よ
び
障
害
者
な
ど
の
福
祉

増
進
を
図
る
た
め
、
福
祉
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

本
市
で
の
住
民
登
録
、
ま
た
は

　

外
国
人
登
録
を
行
な
っ
て
１
年

　

を
経
過
し
て
い
る
方
で
、
別
表

　

の
資
格
要
件
に
該
当
す
る
方
。

福
祉
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

外
国
籍
な
ど
の
高
齢
者
・
障
害
者
の
方
へ

資格要件 支給月額

大正１５年４月１日以前に生まれた在日外国人の方。

１０, ０００円明治４４年４月２日～大正１５年４月１日に生まれ、昭

和３６年４月２日以後に外国から日本国内に転入届けを

提出した方。

昭和３７年１月１日以前に生まれた、重度または中度障

害者で、昭和５７年１月１日前に重度障害者となった在

日外国人の方、または障害になった初診日が昭和５７年

１月１日前で、同日以後重度障害者となった在日外国人

の方。

※初診日に日本国内に住所の無かった方は対象外
１５, ０００～

２０, ０００円

※障害の程度

　による

昭和２２年１月１日以前に生まれ、昭和５７年１月１日

～昭和６１年３月３１日に重度障害者となった在日外国

人の方、または昭和６１年４月１日以後重度障害者とな

り、障害になった初診日が同日前の在日外国人の方。

※初診日に日本国内に住所の無かった方は対象外

重度障害者である日本国籍の方で、障害になった初診日

が昭和３６年４月１日～昭和６１年３月３１日であり、

障害になった初診日に日本国内に住所を有しなかった方。

※初診日に日本国籍を取得していない方は対象外

※重度障害者とは、身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ―１・２・３、

　または精神障害者福祉手帳１級に該当する方。中度障害者とは、身体障

　害者手帳３級、療育手帳Ｂ―１、または精神障害者福祉手帳２級に該当

　する方。

連絡調整会議

就
労
支
援

部
会

地
域
移
行

促
進
部
会

障
害
児

支
援
部
会

相
談
支
援

部
会

峡北地域障害者自立支援協議会

相談支援事業

峡北地域障害者自立支援
協議会組織図
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予防接種は最低限のルールです
　狂犬病は、病気に感染した犬
などが人を咬んだときに、起こ
る病気です。発病すると高い死
亡率を示すうえ、根本的な治療
方法がない恐ろしい病気です。

　このため、犬の飼い主には毎年１回狂犬病予防注
射を受けさせることが、義務付けられています。

予防接種を受けるには
　市では、下表のとおり予防注射と犬の登録を実
施します。市から郵送されるハガキと必要な料金
を持参し、都合の良い会場へお越しください。
　また動物病院で注射を受けさせる場合には、「狂
犬病予防注射済証」を受け取り、「注射済票」の交
付手数料１頭につき５５０円を用意のうえ、環境
保全担当窓口で手続きを行ってください。

　

国
民
年
金
は
、

日
本
国
内
に
住

ん
で
い
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満

の
方
す
べ
て
が

加
入
す
る
制
度
で
す
。

　

必
要
な
届
出
を
忘
れ
る
と
、
将

来
受
け
取
る
年
金
が
減
額
さ
れ
た

り
、
受
給
で
き
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
忘

れ
ず
に
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に

　

加
入
し
て
い
な
い
方
が
、
20
歳

　

に
な
っ
た
と
き

◇
収
入
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な

　

り
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の

国
民
年
金
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た

　

と
き

◇
配
偶
者
（
扶
養
者
）
が
退
職
し
、

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
被
扶

　

養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

◇
60
歳
に
な
る
前
に
、
会
社
な
ど

　

を
退
職
し
た
と
き
（
厚
生
年
金

　

保
険
や
共
済
組
合
の
被
保
険
者

　

で
は
な
く
な
っ
た
と
き
）

　

な
お
、
会
社
員
や
公
務
員
の
被

扶
養
配
偶
者
に
な
る
と
き
は
、
配

偶
者
（
扶
養
者
）
の
勤
務
先
へ
届

出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

◇
市
民
課
市
民
担
当　
　
　
　

（
内
線
１
２
３
～
１
２
６
）

戸籍、住民票などの交付・届出に

　最近、第３者が本人になりすまして
虚偽の届出を行ったり、不正に他人の
住民票や戸籍の証明書を取得するとい
う事件が起きています。
　そこで、このような事態を防止する
ため、５月から住民基本台帳法、戸籍
法が一部改正され、戸籍・住民票など
の交付請求や、届出を行う際に、窓口
での本人確認を強化することになりま
した。
　本人確認は、写真付の公的身分証明
書（運転免許証、パ
スポート）などで行
いますので、忘れず
に持参してください。

■お問い合わせ
　市民課市民担当
　（内線１２３～１２６）

本人確認が必要になります！

日時 場　　　所

4 月 19 日（土） 9：00 ～ 12：00 市役所庁舎裏駐車場

4 月 21 日（月）

9：00 ～ 10：00 フジミモールやまと南側駐車場 

10：20 ～ 10：50 岩下公民館 

11：10 ～ 11：40 上ノ山公民館

13：00 ～ 14：00 市営体育館駐車場

14：20 ～ 14：50 商工会館前駐車場

15：10 ～ 15：50 富士見ヶ丘公民館

4 月 22 日（火）

9：00 ～ 10：30 藤井公民館

10：50 ～ 11：40 駒井極楽寺 

13：00 ～ 14：00 中田公民館

14：20 ～ 15：00 小田川ゲートボール場前

15：20 ～ 15：50 久保公民館

4 月 23 日（水）

9：00 ～ 10：00 若尾公民館 

10：20 ～ 11：30 JA 梨北大草共選所

13：00 ～ 13：40 若尾新田公民館

13：50 ～ 14：30 坂の上公民館

14：40 ～ 16：10 竜岡公民館

4 月 24 日（木）

9：00 ～  9：40 神山体育館駐車場

10：00 ～ 10：40 鍋山公民館

11：00 ～ 11：50 金山神社

13：00 ～ 13：50 旭公民館

14：10 ～ 15：10 南割公民館

狂犬病予防注射日程（１班）

日時 場　　　所

4 月 21 日（月）

9：00 ～  9：40 上の原公民館

10：00 ～ 10：40 日之城公民館

11：00 ～ 11：40 三之蔵公民館

13：00 ～ 14：00 穂坂コミュニティーセンター

14：20 ～ 15：00 柳平公民館

15：20 ～ 15：50 原公民館北側広場

4 月 22 日（火）

9：00 ～  9：40 坂井公民館

10：00 ～ 10：30 中条上野公民館

10：50 ～ 11：50 デイサービスなごみの郷入口

13：00 ～ 13：40 上円井公民館

13：50 ～ 14：50 旧 JA 梨北円野支所裏

15：10 ～ 15：40 入戸野公民館

4 月 23 日（水）

9：00 ～ 10：00 JA 梨北本所南側駐車場

10：20 ～ 11：00 祖母石公民館

11：20 ～ 11：50 折居公民館奥公園

13：20 ～ 14：00 JA 梨北韮崎西支店

14：20 ～ 14：50 御杉公民館

15：10 ～ 15：40 泉勝院

狂犬病予防注射日程（２班）

内　　　訳 登録済の犬 新規登録の犬

注 射 料 金 ２, ８５０円 ２, ８５０円

注 射 済 票 ５５０円 ５５０円

登録手数料 ０円 ３, ０００円

合　　　計 ３, ４００円 ６, ４００円

狂犬病予防注射・登録諸経費

■お問い合わせ
　市民課環境政策担当（内線１３１・１３２）

狂犬病予防注射の実施について
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市
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
第

2
回
参
加
申
込
を
開
始
し

ま
す
。

　

公
売
物
件
や
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
へ
の
参
加
方
法
な
ど

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
公
売
物
件
の
下

見
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
に
接
続
可
能

　

な
パ
ソ
コ
ン
で

　

の
み
の
ご
利
用

　

と
な
り
ま
す
。

■
下
見
会
の
日
時
・
会
場

　

４
月
16
日
（
水
）・
17
日
（
木
）

　

10
～
15
時

※
12
～
13
時
を
除
く

　

市
役
所
別
館
３
０
１
会
議
室

あなたも参加しませんか

■
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
参
加
申
込
期
間

　

４
月
10
日
（
木
）
13
時
～

　

４
月
28
日
（
月
）
17
時

※
申
込
は
、
市
ま
た
は
ヤ
フ
ー
官

　

公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
で
、
内
容
を
ご
確
認
の

　

う
え
、
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
入
札
期
間

　

５
月
７
日
（
水
）
13
時
～

　

５
月
９
日
（
金
）
13
時

■
買
受
代
金
納
付
期
限

　

５
月
16
日
（
金
）
14
時
30
分

■
お
問
い
合
わ
せ

◇
収
納
課
徴
収
第
１
・
２
担
当

（
内
線
１
６
３
～
１
６
６
）

 

〈http://w
w

w
.city.nirasaki.lg.jp/

　

gyousei/nouki/koubai-top.htm

〉

◇
ヤ
フ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

〈http://koubai.auctions.yahoo.　

　

co.jp

〉

「官公庁オークション」

　

市
で
は
、
み
な

さ
ん
の
利
便
性
の

向
上
と
、
ゴ
ミ
収

集
の
効
率
化
を
図

る
た
め
、
４
月
か

ら
ゴ
ミ
の
収
集
日

程
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
ご
家
庭
に

配
布
さ
れ
る
「
平
成
20
年
度
ゴ
ミ

収
集
・
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
日
程
表
」

を
ご
覧
に
な
り
、
お
間
違
え
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
環
境
政
策
担
当

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

ご
確
認
く
だ
さ
い

ゴ
ミ
収
集
日
が
変
わ
り
ま
す

　

市
で
は
、
市
内
に
あ
る
空
き
家

な
ど
の
物
件
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
と
し
て
登
録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
通
じ
売
買
・
賃
貸
を
希
望
す

る
方
に
紹
介
す
る
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
へ
の
定
住
促

進
や
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し

て
、
使
わ
れ
ず
に
眠
っ
て
い
る
空

き
家
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
そ

の
売
買
・
賃
貸
に
関
す
る
情
報
提

供
を
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
市
内

に
物
件
を
お
持
ち
の
方
で
「
売
り

た
い
」「
貸
し
た
い
」
と
お
考
え
の

方
は
、
ぜ
ひ
市
役
所
ま
で
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
空
き
家
情
報
の
登
録
方
法

　

関
係
書
類
は
窓
口
に
備
え
付
け

　

て
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
入
手
す
る
こ
と
が
で
き

　

ま
す
の
で
、「
登
録
申
込
書
」
と

　

「
登
録
カ
ー
ド
」
を
企
画
推
進
担

　

当
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

（
内
線
３
５
５
）

 

〈http://w
w

w
.city.nirasaki.lg.jp/    

　

kurashi/juutaku/akiya.htm

〉

kikaku@
city.nirasaki.lg.jp

空
き
家
を
「
売
り
た
い
方
」「
貸
し
た
い
方
」
募
集

韮
崎
市
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

　市では、情報の紹介や必要な連絡調整などを行いますが、「所有者など」と「利用希望者」間で行う物件の賃借・売
買に関する交渉、契約などに関しての仲介行為は行っていません。仲介を希望される方は、

（社）山梨県宅地建物取引協業会への依頼をお勧めいたします。
　なお、宅建協会へ依頼した場合、仲介に係る報酬については、宅地建物取引業法の規
定に基づく額の範囲となります。
　また、「所有者など」と「利用希望者」の両者間で交渉する場合、契約に関するトラブ
ルなどについては、責任をもって当事者間での解決をお願いします。

空き家
提供者

韮崎市

（６）利用希望者への
　　 連絡

（５）利用希望者への
　　 連絡先などを通知

（２）現地調査・確認
　　 バンクへの登録

（４）物件の問い合わせ
　　 利用の申し込み

（３）物件の情報提供
　　 HP などでの PR

物件の説明確認・契約交渉

（１）空き家バンクへの
　　 登録の申し込み

空き家
の利用
希望者

「空き家バンクの流れ」
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広報では、武田の里にらさきで行われる行事や、

あなたの身の回りの話題を募集しています。

市役所企画財政課企画推進担当

☎ 22‐1111（内線 356）までご連絡ください。

「忘れかけていた基礎の大切さを再確認！」
　３月１６日、市営総合運動場体育館にバスケットボール W1 リーグで
活躍する「甲府クィーンビーズバスケットボールクラブ」を招き、小中
学生を対象としたバスケット教室が開催されました。
　当日は、たくさんの児童・生徒が集まり、憧れの選手から指導を受け、
基礎の大切さについて学びました。その後に行われたゲームでは、クィー
ンビーズの選手を驚かせるような小中学生のスーパープレーが次々に飛
び出すなど、楽しい時間を過ごしました。

　 憧 れ の 選 手 に ド リ ブ ル や
シュートについて教えてもらい
ましたが、あらためて基礎が大
切だと気付きました。
　昨年は県大会で準優勝しまし
たが、今年は県大会での優勝を
目標に、習ったことを忘れずバ
スケットが上手になるように練
習していきたいです。

　韮崎市の美しい自然の中を、みんなと楽しく話しな
がら歩き、 健康な体と心を作る「陸上ウォーキング」が、
３月１３日に行われました。
　この日は、市役所から旭町方面を歩くコースで大勢
の方が参加しウォーキングを楽しみました。
　日頃から運動不足を感じている、みんなと楽しく歩
きたい方など、どなたでも参加できますので、あなた
もウォーキングして、爽やかな汗を流しませんか？

「楽しくウォーキングしてみませんか？」

韮崎ミニバスキャプテン

田
た む ら

村 郁
い く み

省くん（甘利小６年）

「夢をもって頑張れ卒業生！」

　３月１９日、市内の各小学校で卒業式が行われ、
慣れ親しんだ学び舎を後にしました。式の中では、
卒業生１人ひとり人が卒業証書を受け取り、歌や
呼びかけなどを披露しました。
　式後は教室に戻り、先生や仲間との別れを惜し
み記念撮影を行う姿が見られました。
　４月からは中学生、部活に勉強に忙しくなりま
すが、夢をもって頑張ってください。
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“新府桃源郷”

【今月の表紙】「お新府さん」のクライマックス“御輿渡御”

　めでたく金婚を迎えられたご夫婦をお祝いするために、
２月２５日、市役所で「金婚夫婦を祝う会」が行われまし
た。これからも末永くお幸せに！

「結婚５０周年おめでとうございます」

「ゴール目指して全力疾走」

　２月２４日に、市体育祭の最終競技である「市内一周駅
伝競走大会」が実施され、北巨摩合同庁舎前から、円野共
選場などを経由し、ゴールの市営体育館までの１１区間、
３６．７ｋｍを市内１１町の対抗形式で競いました。一生
懸命に走り抜けていくランナーに沿道からは温かい声援が
送られていました。
　結果は竜岡町が１番最初にゴールテープを切り、市体育
祭の総合優勝は旭町に決定しました。

おらが地域の優れモノ！
ま ち

韮崎百選
　新府桃源郷は七里岩の台上に位置し、県内

では、４月中旬に満開を迎える開花が遅いエ

リアです。開花時期になると新府桃源郷は、

絨毯を敷き詰めたように一面ピンク色に染ま

り、南には富士山、西には雪を被った南アル

プス、北には八ヶ岳、東には茅ヶ岳などの美

しい山々を同時に楽しむことができ、４月は

たくさんの観光客で賑わいを見せます。

　また、新府の桃は品質糖度に優れ、峡東地

区の桃に勝ると

も劣らない品質

となっています。

そのため、知名

度は全国に広が

り、主にブラン

ド志向の強い首

都圏へと出荷さ

れています。

　

「
お
新
府
さ
ん
」
は
、
武
田
勝
頼

公
の
居
城
新
府
城
跡
に
祭
ら
れ
る

新
府
藤
武
神
社
の
祭
り
で
、
春
の

風
物
詩
と
し
て
地
元
の
人
た
ち
か

ら
親
し
ま
れ
、
毎
年
、
出
店
と
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

祭
り
の
見
所
は
、
新
府
城
跡
へ

と
続
く
２
４
９
段
の
石
段
を
一
気

に
駆
け
上
が
る
御
輿
渡
御
。
力
強

く
進
む
御
輿
と
、
担
ぎ
手
の
必
死

の
形
相
は
、
ま
さ
に
圧
巻
で
す
。

　

あ
な
た
も
迫
力
満
点
の
御
輿
を

見
に
、「
お
新
府
さ
ん
」
に
出
掛
け

て
み
ま
せ
ん
か
？

■
開
催
日
・
場
所

　

４
月
20
日

　

新
府
藤
武
神
社
（
新
府
城
跡
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
担
当

（
内
線
２
２
９
・
２
３
０
）

ま
さ
に
圧
巻
。
迫
力
の
“
御み

こ

し

と

ぎ

ょ

輿
渡
御
”



　

市
で
は
、
市
内
の

小
学
校
４
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
の

児
童
・
生
徒
と
、
そ

の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
山
梨
県
山
岳
連
盟
加

盟
団
体
「
白
鳳
会
」
会
員
な
ど
の

案
内
に
よ
り
、
深
田
記
念
公
園
か

ら
茅
ヶ
岳
山
頂
を
目
指
し
、
高
山

植
物
な
ど
の
学
習
を
し
な
が
ら
、

ゆ
っ
く
り
歩
き
ま
す
。

■
日
時　

　

５
月
24
日
（
土
）

　

集
合　

８
時
市
役
所
駐
車
場

　

解
散　

15
時
30
分
予
定　

※
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
の
で
、
時

　

間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
天
候
な
ど
の
状
況
に
よ
り
中
止

　

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
定
員　

親
子
20
組

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
、
ま

　

た
最
小
催
行
数
は
５
組
で
す
。

■
参
加
費
（
保
険
料
を
含
む
）

　

１
人
５
０
０
円

■
お
申
し
込
み
方
法

　

５
月
15
日
（
木
）
ま
で
に
電
話

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

教
育
課
生
涯
学
習
担
当

（
内
線
２
６
７
・
２
６
８
）
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韮
崎
市
勤

労
青
年
セ
ン

タ

ー

で

は
、

峡
北
圏
内
に

居
住
、
ま
た

は
勤
務
す
る
15
～
30
歳
ま
で
の
方

を
対
象
と
し
た
、
文
化
講
座
を
５

～
３
月
に
開
講
し
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
方
法

　

４
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
、
電

　

話
ま
た
は
韮
崎
市
勤
労
青
年
セ

親
子
で
挑
戦
し
よ
う
！

茅
ヶ
岳
親
子
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
教
室

女性のための30分フィットネスクラブ
世界４００万人が実践している
新しい健康習慣をあなたに

◎ いつでも好きな時間に
◎ これなら続けられる
◎ 生活習慣病（成人病）の予防に

筋肉のトレーニングの輪

韮崎駅前旧商工会館2F

まずは気軽に無料ワークアウト体験のお電話ください TEL0551-22-0502
カーブス韮崎

　

ン
タ
ー
窓
口

　

に
直
接
お
申

　

し
込
み
く
だ

　

さ
い
。

■
費
用

　

１
回
の
受
講

　

に
つ
き
、
施

　

設
の
使
用
料

　

１
０
０
円
と

　

教
材
費
実
費

　

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

韮
崎
市
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー

☎
２
２
ー
８
２
７
４

※このほか、「広報にらさき」・「市HP」に掲載する有料広告を
　募集しています。　企画財政課企画推進担当（内線３５６）

広告募集
　市で使用する事務用封筒、市指定ゴミ袋、口座振替
済通知（軽自動車）に、有料で広告掲載を希望する広
告主を募集します。詳細については、各担当へお問い
合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

■事務用封筒（長３）
・ 単色刷り、裏面４枠
　２万枚（おおむね半年分の使用量）
　１枠２万円（縦 40 ㎜×横 100 ㎜）
・ 今回の掲載申込み期限は４月３０日（水）です。
※このほか、事務用クラフト封筒（角２）の広告掲
　載についても、現在検討しています。
■お問い合わせ
　総務課総務担当（内線３３３・３３４）

■市指定ゴミ袋（可燃・不燃）
・ 単色刷り、 表面４枠
　１７９万枚（可燃・不燃）
　１枠３万円（縦 100 ㎜×横 200 ㎜）
・ 今回の掲載申込み期限は４月３０日（水）です。
■お問い合わせ
　市民課環境政策担当（内線１３１・１３２）

■口座振替済通知（軽自動車）
・ 単色刷り、 圧 着 ハ ガ キ （ 圧 着 時 裏 面 ） ２枠
　約２５００通（登録軽自動車１台につき１通）
　１枠１万円（縦 50 ㎜×横 80 ㎜）
・ 今回の掲載申込み期限は４月３０日（水）です。
■お問い合わせ
　収納課徴収第１・２担当（内線１６３～１６６）

講　座　名 講座開催日時 募集

料理教室
毎月第１木曜日
１９～２１時

２０名

茶道教室
毎月第４水曜日
１９～２１時

２５名

フラワーアレンジ
メント・華道教室

毎月第４水曜日
１９～２１時

２５名

韮
崎
市
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
で

趣
味
と
仲
間
を
広
げ
よ
う
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◆市民栄養相談（要予約）
 「食」に関する心配ごとや疑問の相談
※予約は保健福祉センター（☎２３ー４３１０）
　にて電話受付

◆心配ごと相談
生活・身の上等の日常生活の悩みに関する相談
毎週月曜日　１３：００〜１５：００
市役所にて

◆行政相談
国や県、市の行政などについての相談
第１・２・３月曜日　１３：００〜１５：００
市役所にて

◆無料法律相談（要予約）
弁護士が相談に応じます
４月の相談は、２４日（木）１３：００〜
相談時間は、１人３０分以内
※予約受付は、４月１０日（木）９：００〜
企画財政課（内線３５６）で電話受付

◆物忘れ相談
認知症予防・介護についての相談
毎月第２火曜日　９：３０〜１６：００
保健福祉センターにて

◆家庭児童相談
子どもや家庭に関する悩みの相談
毎週木曜日　１０：００〜１６：００
市民会館にて

◆学校教育相談
学習・いじめ・不登校など学校教育に関する
悩みや不安の相談
毎週月・火・水曜日　９：３０〜１６：００
市民会館にて

◆結婚相談（要予約）
結婚相手の紹介や相談に応じ、幸せな家庭が築け
るよう協力
毎週火・金曜日　１３：００〜１６：００
市役所福祉事務所（内線１８０）で電話受付

◇
サ
ー
ク
ル
（
全
14
コ
ー
ス
）

　

フ
ッ
ト
サ
ル
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
社
交
ダ

　

ン
ス
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎

 

２
１
ー
２
２
５
５

　

中
央
公
園

フ
ッ
ト
サ
ル

場
の
使
用
に

関
し
て
、
詳

細
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
使
用
時
間

◇
夏
季
（
５
～
９
月
）
９
～
17
時

◇
冬
季
（
10
～
４
月
）
９
～
16
時

■
休
場
日

　

毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始

※
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
開
場

　

し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
、
豊
か

な
ス
ポ
ー
ツ
ラ

イ
フ
の
実
現
を

目
指
し
、
年
間

を
通
し
て
活
動

を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

ご
自
分
の
体
力
・
年
齢
・
目
的

な
ど
に
合
っ
た
種
目
を
探
す
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
体

験
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
年
会
費

◇
一
般　
　
　
　
　

 

１
万
１
千
円

◇
学
生
（
大
学
・
専
門
）  

８
千
円

◇
小
・
中
・
高
校
生　
　

 

５
千
円

◇
幼
児　
　
　
　
　
　
　

 

３
千
円

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
割
引
有
り

■
会
員
特
典

◇
様
々
な
種
目
に
参
加
で
き
ま
す
。

◇
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ク
ラ

　

ブ
ハ
ウ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

■
種
目

◇
ス
ク
ー
ル
（
全
26
コ
ー
ス
）

　

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
パ
ワ
ー
ヨ
ガ
、

　

テ
ニ
ス
、
サ
ッ
カ
ー
、
太
極
拳
、

　

子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど

市の人口（３月１日現在）
　男	　　１６，２５２人　世帯数　１２，２８５世帯
　女	　　１６，４５３人　前月比              －８世帯
　計	 ３２，７０５人
　前月比　　	 －５１人

医療費の節約にご協力ください
　３月中に市が支払った医療費
　◇国民健康保険	133,826,205 円
	　※１人当り 15,396 円（前月比 0.85% 増）
　◇老 人 保 健	198,594,865 円
	　※１人当り 54,634 円（前月比 9.52% 減）

■
そ
の
他

　

使
用
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
、
注
意
事

　

項
に
つ
い
て
は
、
お
申
し
込
み

　

時
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

☎

 

２
２
ー
０
４
９
８

会
員
募
集
中

Ｎ
Ｐ
Ｏ
韮
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

韮
崎
中
央
公
園
フ
ッ
ト
サ
ル
場

使
用
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

フットサル場使用料金表

区分
市内
料金

市外
料金

１
日

夏季 4,000 円 8,000 円

冬季 3,500 円 7,000 円

午
前

9 ～ 12 時 1,500 円 3,000 円

午
後

夏季 2,500 円 5,000 円

冬季 2,000 円 4,000 円

１時間貸し 500 円 1,000 円
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◎高齢者では、“無症候性”の脳梗塞がしばしば検査で見つかります。
　脳の他の疾患の精査や、脳ドックなどで頭部の MRI 検査を行ったときに、そ

れまでに症状を出していない“無症候性”の脳梗塞が見つかることがあります。

これを俗に「かくれ脳梗塞」と呼んでいます。特に高齢者では、脳の深部にご

く小さいものが少数見つかることがしばしばあります。

◎脳梗塞の危険因子の管理が重要ですが、精密検査や治療を必要とする場合
　があります。
　既に麻痺などの症状を出したことがある“症候性”の脳梗塞に対しては、通常は

脳梗塞再発予防のための投薬（抗血小板薬・抗凝固薬）をしますが、「かくれ脳梗

塞」のうち脳の深部にできる小さくて数が少ないものに対しては、高血圧・糖尿病・

脂質異常症などの危険因子の管理を優先します。喫煙も控えたほうがいいでしょう。

　ただし、小さいものでも数が多い場合、脳へ行く太い動脈に閉塞や狭
きょうさく

窄がある場

合や、心臓から飛んできた血栓が原因の「かくれ脳梗塞」は、たとえ症状がなくて

も再発予防のための精密検査や治療が必要なケースが多いので、脳卒中の専門医に

ご相談ください。

MRI 検査を受けたところ「かくれ脳梗塞」といわれましたが、
どういうものなのでしょうか？？

アドバイザー  韮崎市立病院
脳神経外科 医長 八木下 勉

◆パパ・ママ学級（要予約）
　妊産婦の食事、妊婦体操
　A コース　４月１４日（月）１３：３０〜

◆すくすく教室（７か月）
４月１８日（金）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１９年９月生まれ

◆よちよち教室（１１か月）
４月２２日（火）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１９年５月生まれ

◆のびのび教室（２歳児）
４月２３日（水）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１８年３月生まれ
持物：子ども用歯ブラシ

◆４か月児健診
４月２５日（金）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１９年１２月生まれ

◆１歳６か月児健診
４月１１日（金）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１８年９月生まれ

◆３歳児健診
４月１６日（水）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１７年３月生まれ

◆にこにこ子育て
　相談室（要予約）
　４月２４日（木）
　９：３０〜１６：００

◆母子健康手帳交付・
　妊婦相談・一般健康
　相談
　毎週月、木曜日
　９：３０〜１６：００

◆ポリオ予防接種
　４月１６日（水）、２４日（木）
　受付時間　１３：００〜１４：３０
　場所　市営総合体育館
　対象　３か月～７歳半になる子ども
　持物　母子健康手帳、予診票

◆健康相談
　体や心の健康について、保健師が相談に応じます。
　毎週月、木曜日
　９：３０〜１６：００

◆栄養相談
　食事について、栄養士が相談に応じます。

　月～金曜日

　９：３０〜１６：００

子育て教室
持ち物／母子健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

育児健康相談等
持ち物／各種健康手帳

健康に関する相談等
みなさんのご相談にお応えします。
お気軽にご利用ください。

乳幼児の健診
持ち物／母子健康手帳・バスタオル・
　　　　保険証・印鑑

　■お問い合わせ
　　韮崎市保健福祉センター （本町３−６−３）
　　☎２３ー４３１０／ ２３ー４３１６
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祖母石、一ツ谷、水神、1 〜５丁目、若宮、旭、日の出、西町、富士
見ヶ丘、中島、高河原 ( 韮崎駅経由 ) 　　　　　　　　１７日 ( 木 )

富士見、岩下、上の山 ( 韮崎駅経由 )     ２日 ( 水 )・１８日 ( 金 )

穂坂町権現沢、上の原、上今井、
原、長久保 　　　　　　　　　　　　　３日 ( 木 )・２１日 ( 月 )

穂坂町日の城、三之蔵、
三ッ沢上下、飯米場                            ４日 ( 金 )・２２日 ( 火 )

穂坂町柳平、宮久保、鳥の小池	 ７日 ( 月 )・２３日 ( 水 )

藤井町全区	 ８日 ( 火 )・２４日 ( 木 )

中田・穴山町全区	 ９日 ( 水 )・２８日 ( 月 )

円野町全区  ( 一ツ谷経由 )	 １０日 ( 木 )・３０日 ( 水 )

清哲、神山町全区  ( 一ツ谷経由 )	 １１日 ( 金 )

旭町全区  ( 一ツ谷経由 )	 １４日 ( 月 )

大草・竜岡町全区 　　　　　　　　　　　　　　　　１５日 ( 火 )

静心寮	 １６日 ( 水 )

老壮大学	 ２５日 ( 金 )

※３月２９日（土）～４月１日（火）は運休します。
巡回日程に変更がある場合は、
区長を通じて連絡します。
お問い合わせ　老人福祉センター
　　　　　　　（☎22-6944/ 22-6980）

こぶし号 老人福祉センターバス （４月巡回日程）
　

医
療
現
場
の
血
液

需
要
は
増
加
し
、
献

血
な
し
で
は
医
療
が

成
立
し
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

春
は
企
業
献
血
が
減
少
す
る
ほ

か
、
天
候
の
変
化
に
よ
り
体
調
を

崩
す
方
が
増
え
る
こ
と
か
ら
血
液

が
不
足
し
や
す
い
時
期
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
日
時

　

４
月
28
日
（
月
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

12
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

市
役
所
庁
舎
裏
駐
車
場

※
受
付
は
、
市
役
所
１
階
防
災
会

　

議
室
で
行
い
ま
す
。

　

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
は
、
４
月

よ
り
中
学
１
年
生
と
、
高
校
３
年

生
相
当
年
齢
者
を
対
象
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

対
象
の
生
徒
に
は
予
診
票
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
注
意
事
項
を
よ

く
お
読
み
に
な
り
必
ず
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
か
ら
、

人
間
ド
ッ
ク
の

対
象
者
を
国
民

健
康
保
険
加
入

者
の
み
に
限
定

し
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に
対
す

る
健
診
事
業
に
つ
い
て
は
、「
特

定
健
診
」
と
し
て
医
療
保
険
者
が

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
健
康
増
進
担
当

☎
２
３―

４
３
１
０

 

２
３―
４
３
１
６

　

日
本
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
長
寿
国
と
な
り
、
高
齢
者
が

自
立
し
て
生
き
生
き
と
生
活
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
生
活
機
能

（
体
や
心
の
働

き
、
日
常
生
活

動
作
、
人
が
生

き
て
い
く
た
め

の
機
能
全
体
）

を
把
握
し
、
介

護
予
防
が
必
要
な
方
に
、
市
が
実

施
す
る
介
護
予
防
事
業
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
る
た
め
、「
生
活
機

能
評
価
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
送
付
し
ま
し
た
の
で
必
要
事
項

を
記
入
し
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
生
活
機
能
評
価
」
は
介
護
予

防
の
第
一
歩
で
す
。
今
現
在
の
自

分
の
状
態
を
理
解
す
る
た
め
に
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象

　

平
成
21
年
３
月
31
日
現
在
で
、

　

65
歳
以
上
の
市
民
の
方

■
返
送
期
限

　

４
月
25
日
（
金
）
ま
で

※
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
封
の

　

黄
色
い
封
筒
で
返
送
し
て
く
だ

　

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
介
護
支
援
担
当

☎
２
３―

４
３
１
０

 

２
３―

４
３
１
６

介
護
予
防
の
第
一
歩

「
生
活
機
能
評
価
」
を
実
施
し
ま
す

保
健
課
健
康
増
進
担
当
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

救急医療の適正利用を！
■できる限り診療時間内の受診を
　最近、軽い症状の患者さんが夜間や休日の救急外
来を利用する「コンビニ受診」が問題となっています。

「コンビニ受診」が増加すると、救急対応が必要な患
者さんへの診療が遅れてしまいます。
　急患以外の方は診療時間内の受診を心がけ、限り
ある医療資源をみなさんが有効に活用できるよう、
救急医療の適正利用をお願いします。

■救急車の要請は緊急性を要する方のために
　本来、救急車はケガや急病など緊急に病院へ搬送
する必要のある方のためにありますが、近年は比較
的軽い症状の方が安易に救急車を要請することが多
く見受けられます。
　本当に困っている方を助けるためにも、救急車は
緊急性のある方のために呼びましょう。

■お問い合わせ
　峡北消防本部　☎２２－３３１１
■休日・夜間当番医のお問い合わせ（休日・夜間）
　峡北消防本部テレホンガイド　☎２２－８１８１

や
さ
し
さ
を
わ
け
て
く
だ
さ
い

献
血
に
ご
協
力
を

ご
注
意
く
だ
さ
い

人
間
ド
ッ
ク
制
度
が
変
わ
り
ま
す

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
（
M
R
）

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

４
月
6
～
15
日
は
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
！
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児童センターであそぼう 開館時間　月〜土曜日　  ９：００〜１９：００

０〜６歳（未就学）児は 保護者の同伴を お願いします。

☆行事のない日でも、
各センターは開館して
ます。お子さんと一緒
に遊びに来てください。

☆小学生の行事は「パソ
コンを楽しもう」など、
ほかにもあります。

☆詳しくは、各児童セ
ンターにお問い合わせ
ください。

◆なかよし広場
　４月１７、２４日（木）１１：００～

◆作って遊ぼう（こいのぼり）
　４月３０日（水）１０：３０～
　※材料費自己負担
　※４月２８日（月）までに、お申し込みく
　　ださい。

◆寿ルーム（小学生対象）
　毎週月曜日

韮崎児童センター
（☎ ２２ー７６８７）

◆なかよし広場
　４月２１、２８日（月）１１：００～

◆お話会
　４月２４日（木）１０：３０～
　講師　お話サークル「ききみみずきん」

北東児童センター
（☎ ２３ー５５５０）

◆なかよし広場
　４月１８日（金）１１：００～

◆作って遊ぼう（こいのぼり）
　４月２５日（金）１０：３０～
　※材料費自己負担
　※４月２３日（水）までに、お申し込みく
　　ださい。

北西児童センター
（☎ ２２ー１７７５）

◆ダンベル体操教室
　４月１７日（木）１０：３０～
 
◆なかよし広場
　４月２２日（火）１１：００～

甘利児童センター
（☎ ２３ー１５３５）

□子育て相談
　面　　談　　９：００〜１７：００

　電話相談　　９：００〜１７：００

□例月のイベント

◆子育てトーク（子育てについて気軽に話しましょう）
　４月　２日（水）１０：３０〜

◆体位測定（お子さんの身長・体重を測ります）
　４月２１日（月）１０：３０〜

◆誕生会に参加しましょう（お友だちと一緒に）
　４月２５日（金）１０：００〜１１：３０

◆水曜ミニミニタイム（歌・手遊び・シアターなど）
　毎週水曜日の午前中

□その他のイベント・講座

◆公園で遊ぼう
　４月１１日（金）１０：００〜１２：００

　場所　韮崎中央公園（ちびっこ広場）集合

　持物　おやつ、飲み物、お弁当など

地域子育て支援センター
ファミリー・サポート・センター

（藤井保育園内　☎ ２３ー７６７６）

子育て支援センターにいらっしゃい！ 開設時間    月〜金曜日　９：００〜１２：００
※火、木曜日は１４：００〜１６：００も開館しています。

育児代行サービスのお知らせ
　ファミリー・サポート・センターでは、生後３ヶ月頃か

ら小学校６年生までのお子さんの、子育てのお手伝いをし

ます。子育て経験者または保育士の資格を持つ方で、市の

講座を受講した「まかせて会員」が保護者に代わって育児

をしますので、お気軽にお問い合わせください。

こんな時お手伝いします

・園や習い事等へ子どもを送迎してほしい

・園や小学校の始業時間前、終業時間後に預かってほしい

・自分が病院へ行く間預かってほしい

・子どもが軽度の病気で登園、登校ができないがこれ以上

　仕事が休めないので預かってほしいなど

　　ご利用は１時間７００円～です。希望される方は入会の

申し込みをしてください。詳しくはお問い合わせください。

“作って遊ぼう”の様子（北東児童センター）

「韮崎シティジュニアコーラス団員募集！」
　歌うことの好きなお友達、一緒に歌いましょう。
　昨年度は、「武田の里音楽祭」や「武田の里文化祭」、
「韮崎町生涯学習フェスティバル」などに出演しました。

♪練習日　毎月第２・４土曜日　１３：３０～
♪場　所　韮崎市民会館５階大ホールおよび
　　　　　東京エレクトロン韮崎文化ホール
♪年会費　２, ０００円
♪申込み　４月２３日 ( 水 ) までに
　　　　　中央公民館（☎２２－１１２１）へ。



今回は、“北杜さざなみ朗読会”のみなさんです。　

　日時　４月５日（土）１４：００～　

　場所　市民会館４階　大会議室

「午後のロマネスク」より　小池真理子作

・雪うさぎ　　　　　　    （朗読 佐藤美代さん）

・花火　　　　　　　　    （朗読 内藤志保さん）

・遠い思い出　　　　　　 （朗読 北澤定子さん）

・花ざかりの夜　　　　　 （朗読 津金孝子さん）

「春いくたび」　　　　山本周五郎作（朗読 柴山裕子さん）

※次回は５月１０日（土）を予定しています。

今月の朗読のつどい

今月のだっこの会
わらべ歌・手遊びなど
遊びや絵本に思わぬ反応が！
日ごろの親子のふれあいに。

　日時　４月２４日（木）
　　　　１０：３０〜
　場所　市民会館３階　和室

今月のおはなし会
絵本・紙芝居・工作・
パネルシアターなど
楽しいお話がいっぱい！　新しい本もぞくぞく紹介。
友達を誘ってきてください。

　日時　４月２６日（土）１０：３０〜
　場所　市民会館３階　和室

「群青に沈め 僕たちの特攻」
　熊谷達也著　（角川書店）     

カッコ悪いのはいやだ。意味のない死
なんて、馬鹿げてる。毎日が戦争、友
達が死んだ。
１９４５年、その夏の一瞬。

「人間兵器」となった１７歳の潜水特
攻兵の眼から描く、戦争青春小説。

「かんたんせんせいと
　　　　　　　  ライオン」
　斉藤洋作、大森裕

ひ ろ こ

子絵（講談社）

     ライオンのバムの願いは、かわいらし
いハムスターになること。そんなバム
に、かんたんせんせいは３つの方法を
教えてくれます。さぁて、どうやって
変身するのかな？

（一般書）

｢ 職場のうつ『社会復帰』プログラム ｣
渡
わたなべ

部芳徳著（主婦の友社）

「猫と針」　　　                    恩田陸著　（新潮社）

（児童書）

「メダカ」　          草野慎二・栗林 慧
さとし

写真（アスク）

「みんなのひつじさん」
五味太郎作（クレヨンハウス）

ほか多数

◎図書は、リクエストや予約もお受けします。

◎「リサイクル文庫」にもご協力ください。

◎ご返却が遅れている方は、どうかお早めにお返しください。

新刊情報 図書館流通センター「週刊新刊全点案内」1559号より
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■４月の休館日
　毎週月曜日、２９日（火）、３０日（水）です。
　お問い合わせは、韮崎市立図書館
　（☎２２ー１１２１ ／ ２２－２９１０）

４
月
の
標
語　

変
え
て
み
ま
し
ょ
う
家
事
分
担　

共
に
助
け
合
う
良
い
機
会　
毎
月
第
１
日
曜
日
は
、
男
女
共
同
参
画
の
日

　

韮
崎
大
村
美
術
館
で
は
、“
女

流
画
家
に
描
か
れ
た
花
”
と
題
し
、

春
季
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

片
岡
珠
子
、
岸
田
夏
子
、
堀
文
子
、

三
岸
節
子
な
ど
に
よ
っ
て
描
か
れ

た
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

韮
崎
大
村
美
術
館
で
、
心
豊
か

な
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん

か
？　

み
な
さ
ん
の
来
館
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
企
画
展
開
催
期
間

　

４
月
３
日
（
木
）
～

　

６
月
30
日
（
月
）

■
開
館
時
間　

10
～
18
時

※
入
館
は
17
時
30
分
ま
で

■
休
館
日　

毎
週
水
曜
日

※
年
末
年
始
も
開
館
し
て
い
ま
す
。

■
入
館
料

　

大
人　
　
　

５
０
０
円

　

小
中
学
生　

２
０
０
円

※
身
心
障
害
者
・
団
体
（
20
名
以

　

上
）
な
ど
割
引
あ
り

■
お
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
大
村
美
術
館

☎
２
３
ー
７
７
７
５

　

韮
崎
市
文
化
協

会
朗
読
部
に
所
属

す
る
「
さ
ざ
な
み

の
会
韮
崎
（
前
韮

崎
な
み
の
会
）」

で
は
、“
桜
の
時
新
し
い
出
発
”

を
テ
ー
マ
に
「
第
４
回
朗
読
発
表

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
み
な
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

　

４
月
19
日
（
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　韮崎市では、市民一丸となってヴァンフォーレ甲府を応
援するため、対「サンフレッチェ広島」戦において、ホー
ムタウンサンクスデーを今年も開催します。
　当日は、ヴァンフォーレ甲府のご厚意により、市民のみ
なさん（最大１，０００人）をスタジアム（アウェイ側サ
イドスタンド）にご招待します。また、当日のフェアプレ
イフラッグ・エスコートキッズを次のとおり募集します。

■ホームタウンサンクスデー日時・場所

　６月１１日（水）１９時キックオフ
　小瀬スポーツ公園陸上競技場

■ホームタウンサンクスデーご招待チケット配布について

　市内に住所のある方を対象に、５月９日（金）から次に
　より先着順にて配布します。
◇市役所３階企画財政課（月～金、８：３０～１７：３０）
◇市営総合運動場体育館（火～日、９：００～１７：００）
※受付は、チケットがなくなり次第終了とします。
※席を確保して観戦する場合には、子供でもチケットが必
　要となります。

■フェアプレイフラッグ・エスコートキッズ募集

◇フェアプレイフラッグ　６人（小学生）
◇エスコートキッズ　　２２人（年長児～小学校２年生）
※４月時点での基準になります。
◇申込受付
　４月２４日（木）１０時より、市役所４階会議室にて受
　付をし、１０時３０分から即日抽選を行います。
◇その他注意事項
※試合当日は保護者同伴で、現地集合・解散となります。
※保護者がスタンドで観戦するには、チケットが必要です。
※チームおよび選手の選択はできません。

　今シーズンから惜しくもJ２へ戦いの場を
移すこととなった、我らがヴァンフォーレ甲府。
　常に攻撃的なサッカーで、わたしたちに夢と
希望を与えてくれたイレブンの新たなチャレ
ンジに、スタジアムでこれまで以上に大きな声
援を届けましょう！

BACK TO J1
スタジアム

へ応援に行
こう！

韮崎市ホームタウンサンクスデー

試合日 時間 対戦カード

 4 月 6 日（日） １４：００ セレッソ大阪

 4 月 26 日（土） １４：００ 愛媛 FC

 5 月 6 日（火祝） １４：００ 横浜 FC

 5 月 21 日（水） １９：００ サガン鳥栖

 6 月 8 日（日） １３：００ ザスパ草津

 6 月 11 日（水） １９：００ サンフレッチェ広島

 6 月 21 日（土） １８：３０ モンテディオ山形

 6 月 29 日（日） １８：３０ 湘南ベルマーレ

 7 月 13 日（日） １８：３０ ロアッソ熊本

 7 月 20 日（日） １８：３０ 水戸ホーリーホック

 8 月 3 日（日） １８：３０ ベガルタ仙台

 8 月 16 日（土）
 8 月 17 日（日）

※

未定

サンフレッチェ広島

 8 月 30 日（土）
 8 月 31 日（日）

※ ロアッソ熊本

 9 月 14 日（日） ザスパ草津

 9 月 23 日（火祝） FC 岐阜

10 月 4 日（土） ベガルタ仙台

11 月 8 日（土） セレッソ大阪

11 月 29 日（土） アビスパ福岡 

ホームゲーム日程表
Jリーグディビジョン２

聖地・小瀬を
もっと青く！

※北京オリンピック、FIFA ワールドカップアジア地区最終予選
　の組み合わせにより、開催日が確定します。

■お問い合わせ
　企画財政課企画推進担当（内線３５５・３５６）


